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12 十五の森の悲話

今から 530 年前の明応３年(1494)６月 29 日、美しい 15 歳の娘さんが、村の人柱と
なったことはご存じでしょうか。

村人は、この悲話を忘れないことが娘さんの供養になるとの思いで今日まで語り継
がれてきました。
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十五の森跡 (令和 2 年)

現在、周りは愛知電機の駐車場となっている。

(１) 史跡十五の森

市の指定文化財史跡（昭和 37 年 11 月 1 日指定）となっ
ている「十五の森」は、中央線勝川駅から南へ 1Km ほどの
愛知電機(株)南側駐車場の中にあります。

昔、この辺りは一面水田でした。
松河戸村絵図(天保 12 年)P155 をみると、「十五薬師塚」

は庄内川の西の喰違近くの「そぶ池」と書かれた場所にあり、
近くには「堤越」、「砂入」などといった庄内川氾濫の跡を
示す地名が残っている場所があります。

「十五の森」の治水伝説は、室町時代、今を去る 530
年前、明応 3 年（1494）の旧暦 6 月のことです。

この地区では、雨期になると庄内川が氾濫して田畑がよく水浸しになっていました。
村人達がどうしたらこの水害を避けられるのかと途方に暮れていると、そこへ陰陽師が現れ「水神

様の怒りを静めるためには、15 才になる娘を人柱として埋めればよい」と告げました。
そこで 15 才の娘をもつ親たちがくじ引きをした結果、庄屋矢野家の娘が人柱に決定しました。
悲嘆のうちに棺に入れられた娘は、６月 29 日に堤のよく切れる場所に埋められてしまいました。
娘はそれから 1 週間近く棺の中で生きていて、一緒に入れた鐘を叩く音が地中から聞こえたとい

うことです。                   
それから水害もなくなり、平和な村となったということです。

この跡を「十五の森」と呼び、村人達はクロガネモチを植え小祠を建て「薬師如来」を安置しました。

十五の森跡 (昭和 40 年代 )

田んぼの中にある。          



Ⅳ 伝承・歴史 12 十五の森の悲話

- 313 -

(２) 十五の森の供養と伝承

① 観音寺の供養

江戸時代の中頃の享保 7 年（1722）に記された観音寺の木板「十五薬師記」には、その後、小祠
が荒廃してしまったので、政保２年(1645)春に現在の観音寺に薬師如来を移したことを伝えています。

しかし、木板は黒ずんでしまい、今はほとんど読めない状態です。

十五の森塚は、大正時代に碑とクロガネモチを植えて供養しており、命日(6 月 29 日)と道風祭時(11
月 3 日)には愛知電機、遺跡保存会により慰霊祭を行っています。

また、薬師様の縁日(毎月 8 日)には、十五の森伝説に関する衆寮堂に祭祀されている「十五薬師如来」
と観音寺門前の「十五の森親子地蔵尊」の前で法要を行っています。

観音寺の門前には、娘さんと娘さんの母の霊を慰めるために昭和 44 年 5 月 5 日、石の「十五の森親
子地蔵尊」が十五の森遺跡保存会よって建立され、そのかたわらには、「十五の森の親子地蔵由来」(安
藤直太朗 撰)が石に刻まれています。

十五の森親子地蔵尊

向かって親地蔵の右に子地蔵、
左に由来記

十五の森薬師如来の法要

左が秋葉大権現 中が道風霊神 右が十五薬師如来
十五の森塚供養

衆寮堂に祭祀されている
「十五薬師如来」
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② 伝承活動・事業の年表

元号(西暦) 内  容

明応３年(1494) 6 月 29 日、十五歳の娘が人柱になる。 村人は薬師堂を建てて少女の霊を慰める。
政保２年(1645) 春、十五の森の祠が荒廃したので、薬師如来を観音寺に移す。

享保７年(1722) 観音寺十五薬師記が書かれる。

明治 25 年(1892) 10 月十五の森にあったクロガネモチが小野尋常小学校(現小野小学校)に移植される。

昭和４年(1929) 12 月、小野尋常小学校(現小野小学校)が現在のところに移転し、クロガネモチも一緒に移植する。

昭和 37 年(1962) 11 月、十五の森が市指定文化財の史跡になる。

昭和 44 年(1969) 5 月、十五の森親子地蔵が遺跡保存会によって建てられる。
昭和 57 年(1982) 地元の人たちの協力で小野小学校のクロガネモチの最初の大規模な枯救助作戦がおこなわれる。

平成 6 年(1994) 十五の娘さんの 500 回忌法要が観音寺で盛大に営まれる。

平成 22 年(2010) ３月、十五の森の改修工事行う。

平成 23 年(2011) ３月、地元の人たちの協力で、22 年７月から行われた小野小学校のクロガネモチの大規模な枯救助作
戦が終了

観音寺十五薬師記   (観音寺所蔵)

十五の森と十五薬師如来について書かれた額です。享保 7 年(1722)にお薬師様を修復し開帳供養した際に
かかれたもので、十五の森に関する記録としては最古唯一のものである。現在字が薄れ判読が困難である。
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③ 小野小学校のクロガネモチ

小野小学校の運動場にあるこの木(クロガネモチ)は、もと十五の森にあったもので、明治 25 年
(1892)に松河戸八反田にできた小野尋常小学校に移植されました。

その後、昭和 4 年(1929)になって今のところに学校が建てられると、この木もここに植えかえられ
ました。

運動場の南東の隅に植えられましたが、今では運動
場の拡張により北東に位置しており、樹齢 130 年と言
われています。

この木は、生徒にとっての遊びの友達でした。
みんなで木に登って遊んだりもしました。

しかし、昭和 57 年頃になると木の勢いがなくなって
きました。

伝統のあるシンボルの木を枯らしては一大事という
ことで、当時の PTA 会長はじめ学校の先生方が造園業
者を呼んで根本的治療をおこなった結果元気になりまし
た。

このこともあって、昭和 57 年から木製の柵も設けま
した。

現在も定期的に治療を行っていますが、最近の大規模
な枯渇救助としては、地元の人たちの協力で平成 22 年 7
月～23 年３月に行いました。

④ 旧矢野宅から観音寺まで水が送られていた。

戦後まもなく防火水槽を掘ったとき、節を抜いた竹の筒が出土したことがありました。
昔、矢野家から観音寺へ水を引いていた跡だろうと思われていたが、今回の区画整理が行われた際、

図のように、旧矢野家から観音寺の衆寮堂に筒が引かれているのが分かりました。
昔、占い師が、お薬師様が矢野宅(井戸)の水が飲みたいと言うことで水を送ったとのことです。
衆寮堂には、十五の森薬師様、小野道風公、秋葉様が祀られています。

現 在も小 野 小学 校 の 子 供 たち を見 守っている クロ ガネ

モチ

昭和 57 年に設けられた当時の木製の柵
写真 平成３年頃

小野小学校校庭のクロガネモチ

写真 平成３年頃
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(３) 十五の森のおはなし「春日井のむかし話」から 春日井市発行 春日井郷土史研究会
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十五の森の悲話メモ


